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　IMS（IP Multimedia Subsystem）は，移動通信網
や固定ブロードバンド網などの IP網上でマルチメディ
アテレフォニーなどの IPマルチメディア通信サービス
を提供するサービス制御技術で，プレゼンスなどのさま
ざまな新機能を組み合わせて新しいコミュニケーショ
ン・スタイルの実現を可能とする技術である 1）～ 3）．
IMSは国際標準化機関において標準化され，異なる網
間でのサービスの相互接続を可能とし，かつマルチ・ベ
ンダ環境でのシステム構築・展開が可能となっている．
　本稿では本号，次号の 2回に分けて，IMSの基本技
術とその応用について解説する．第 1回では IMSのアー
キテクチャやユーザ認証，基本的なサービスの制御機構
について概説する．第2回では，IMSのホームネットワー
クや IPTVへの適用を概説する．

　通信ネットワークのオール IP化の進展により，サー
ビスも IP技術をベースとする仕組みで実現されるよう
になり，ユーザはメールや音声，画像などのいろいろな
メディアを使い分けながら，生活や業務の中でさまざま
なスタイルの通信活動を行う環境へと発展してきた．し
かしながら，従来の通信ネットワークでは，音声通信は
電話サービスで利用し，通話相手が不応答の
場合や通話相手に地図等の情報を伝えるには
メール等のサービスに切り替えて利用すると
いうように，サービスごとに分離されたシステ
ムとして構築され，ユーザ体感の点でもさらに
改善が求められる環境であった．
　IMSは，SIP（Session Initiation Protocol）
によるセッション制御プロトコルを用いて，さ
まざまなメディア・コンポーネントをセッショ
ン・コンポーネントとして統合的に扱うサービ
スセッション制御の仕組みであり，異なるメ
ディア・コンポーネントを自由に組み合わせて
使い分けることが可能となる．たとえば，電話
中にテキストや画像を相手に送信するといっ
た使い方である．
　また，IMSでは，プレゼンス機能に代表さ
れる各種の共通イネーブラを組み合わせて利

　新しいコミュニケーション・スタイル

用することができ，基本的な通信サービスにさらに付加
価値を付けた高度なサービスを効率的に構築できる仕組
みが提供されている．
　以上のような特長から，IMSを活用することで，こ
れまでにない新しいコミュニケーション・スタイルが次
第に実現される．図 -1に，その一例を示す．図 -1のシ
ナリオでは，ユーザ Aは自分の携帯端末で友人のユー
ザ Bのプレゼンスをチェックし（①），通話できる状態
であることを確認して電話をかける（②）．その通話中
に，ユーザ Aと Bはカメラをオンにし互いに相手のカ
メラで撮影された周りの景色を見ながら会話を継続する
（③）．さらに，2人は友人のユーザ Cにも接続して 3者 

でテレビ電話を継続する（④）．その後，ユーザ Cが薦
めるビデオ番組を鑑賞することとなり，ユーザ Cが IM

（Instant Messaging）でそのビデオ番組の URIをユー
ザ A，Bに通知する（⑤）．その情報をもとに 3者がそ
れぞれビデオサービスにアクセスして同じ番組を鑑賞す
る（⑥）．このように，IMSでは，相手のプレゼンスを
確認して通信を開始したり，状態に応じて使用するメ
ディアを選択して通信するようなスタイルが実現する．
また，通話中の接続を切断することなく，ビデオなどの
メディア・コンポーネントを追加したり，IMや IPTV

サービスなどのセッション・コンポーネントを追加する
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ような，従来にない新しいスタイルのコミュニケーショ
ンが実現される．
　IMSの基本的な特長を以下にまとめる．
1）IPマルチメディアサービスを構築する共通サービス
提供プラットフォームで，各種サービスに共通な機能
群（SIPをベースとするセッション制御機能，ユーザ
認証機能，QoS制御機能，課金機能など）を提供する．

2）ユーザ・網間の相互認証機能やQoS制御機能により，
インターネットに比べ，高いセキュリティと通信品
質を提供でき，管理された通信ネットワークの要件
に対応する．

3）トランスポート網とは独立であり，移動系や固定系
の IPネットワークで共通に利用可能である．

4）国際標準として規定されており，異なるネットワー
ク間での相互接続や複数ベンダの製品を組み合わせ
た開発が可能である．

　インターネットの急速な普及とともに，1998年頃よ
り携帯電話のオール IP化へ向けた議論が開始された．そ
の流れに沿って，3G移動通信システムの標準化を担う
3GPPにおいて IETF標準の SIPをベースとした IMSの
概念が構築され，2002年 6月に 3GPPリリース 5の機
能として誕生したのが IMSフェーズ 1である．3GPPで
は，IPベースのマルチメディアサービスを提供する仕
組みを，既存の移動通信網の機能（ベアラ制御や移動管
理など）を利用し，かつその既存移動通信網へのインパ
クトを最小限にする基本思想に則って設計した．そのた
め，IMSは 3GPPパケット・コア・ネットワークに外付
けされるサブシステムとして構成されており，これが IP 

Multimedia Subsystemと名づけられたゆえんである．
　その後，3GPPでは，2004年のリリース 6仕様，
2007年のリリース７仕様，2008年のリリース 8仕様
において IMSの機能高度化を順次図っている．また，
設計思想として，IETFで開発されるプロトコルを利用
することで，インターネット技術との共通化を図ること
が考慮されている．
　この間，IMSがトランスポート網との独立性の高
い共通化されたプラットフォームであることから，
ETSI（European Telecommunications Standards 

Institute） TISPAN（Telecoms & Internet converged 

Services & Protocols for Advanced Networks）に
おいても NGN（Next Generation Network）のサー
ビス提供プラットフォームとして IMSを採用し，2005

年 12月の NGNリリース 1として規定された．さらに
ITU-T NGNでも IMSが採用され，そのサービス制御

　IMS の誕生と標準化の経緯

機構として規定された．また，米国ケーブル・ラボでも
CATV上の通信サービスに IMSを利用することになっ
ている．
　このように異なる標準化団体で IMSの検討が並
行して進められる状況となったため，TISPAN と
CableLabsからの提案を機に 3GPPで共通に検討する
ことが合意され，2007年より 3GPPで Common IMS

の検討が開始された 4）．各種の IMSサービスは異なる
標準化団体で検討されており，プレゼンスや PoC，IM

はOMAで標準化された仕様が採用されている．VoIP

を含むマルチメディアテレフォニーは，付加サービスも
含め，TISPANと 3GPPで標準化されている．
　初期の IMSサービスの導入は主に各通信事業者個
別に行われてきたが，2007年 5月に移動通信事業
者（France Telecom, Telecom Italia, Telefonica, 

Telia-sonera），通信機器／端末ベンダ（Ericsson, 

NSN, Nokia, Sony-Ericssion, Samsung）により IMS

ベースの高度通信サービスの早期商用化を推進する
RCS（Rich Communication Suite）イニシアティブが
結成され，相互接続を確実にするためにコア機能セット
や実装ガイドライン等の策定が進められている 5），6）．

　図 -2に，IMSアーキテクチャの概要を示す 1）～ 3）．
IMSは，IP接続サービスを提供する IPトランスポー
ト網とは独立したサービス／アプリケーションレベル
のセッション制御の仕組みで，インターネットとの親
和性を高め，IPマルチメディア・サービスの普及を促
進するため，IETFで規定されるプロトコルを利用して
いる．たとえば，呼制御には SIP，ユーザ情報管理には
Diameter，信号の秘匿性確保には IPsecが適用されて
いる．また，IMSは，IP接続サービスとは独立に IMSサー
ビス提供を行うために，IMS独自のユーザ管理の仕組 

み，すなわち，IMSユーザ識別子の管理機能，認証機能，
サービス許可機能などを具備する．
　IMSの機能エンティティは，SIPサーバに相当する
CSCF（Call Session Control Function）や，ユー
ザ情報を格納する HSS（Home Subscriber Server），
SLF（Subscriber Locator Function），MRF（Media 

Resource Function）からなる IMSコア，プレゼンス
機能やグループ管理機能などの共通イネーブラ，各種
IMSサービス機能を提供する IMSアプリケーション・
サーバ（AS : Application Server），さらに，他網との
接続のためのMGW（Media Gateway）等の相互接続
ノードに分類される．
　表 -1に，IMSの主要機能エンティティの機能概要

　IMS アーキテクチャの概要
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を示す．CSCFは，SIPメッセージを処理して IMS端
末間や IMS端末と各種サーバ間でのセッション設定制
御を行う SIPサーバで，設定された IMSセッションを
モニタし，必要により QoS（Quality of Service）ポ
リシー制御機構と連携する．CSCFは，IMS端末と直
接接続される P-CSCF（Proxy-CSCF），ホーム IMS網
に設置され P-CSCFへのゲートウェイとなる I-CSCF

（Interogating-CSCF），ホーム IMS網でセッション制
御を実行する S-CSCF（Serving-CSCF）の 3種類がある．
　ユーザは IMS網事業者と IMS加入契約を結び，当該
IMS事業者網がホーム IMS網と定義される．IMSユー
ザは IMS端末を用いてホーム IMS網にアクセスし，
契約している IMSサービス（プレゼンス・サービス，
PoCサービス，マルチメディアテレフォニー・サービ
ス，IPTVサービスなど）を利用する．IMS加入者情報
はホーム IMS網に設置されたHSSに格納され，ホーム
網に設置された ASにより契約 IMSサービスが実行さ
れ提供される．IMSユーザが他の IMS網（在圏網）に
移動して IMSサービスを利用する場合には，在圏 IMS

網の P-CSCFを経由してホーム IMS網の I/S-CSCFへ
SIPメッセージが転送され，ホーム網の ASが提供する
契約 IMSサービスが起動される．
　図 -3に，2つの IMS端末間での IMSセッション制御
の基本概要ステップを示す．IMS端末はまず IP網に接
続し IPアドレスが割り当てられ IPパケットを送受信可
能な状態にするとともに，IMS網にアクセスするため
の P-CSCFを発見する．その後，IMS登録手順を実行
してユーザ認証が行われ IMSサービスを利用できる状
態（IMS呼を発信・着信可能な状態）となる．IMS端
末 Aは端末 Bの SIP URI宛てに発信し（SIP INVITE

送信），IMSセッション設定手順を開始する．

　標準の IMSでは，IMSユーザの識別子として IMPI

　IMS ユーザ識別・認証の原理
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図 -2　IMS のアーキテクチャ

機能
エンティティ

主な機能

CSCF SIP サーバ機能で，SIP メッセージをルーティング
し，HSS に格納された加入者情報に従ってユーザ
の IMS 登録やセッション設定・開放の制御を行う．
P-CSCF，I-CSCF，S-CSCF の３種類の CSCF が規
定されている．

HSS IMS 加入者の契約情報（ユーザ認証のための情
報，加入 IMS サービスの情報など）を格納し，S/
I-CSCF や AS などへ加入者情報を提供する．

SLF HSS が複数設置される IMS 網において，各 IMS
加入者の情報を格納する HSS を指し示すデータ
ベース．

AS 個々の IMS サービスのサービス・ロジックを実行
する．たとえば，PoC サービスや，マルチメディ
アテレフォニーサービス，IPTV サービスなどのそ
れぞれのサービスに対して設置される．ユーザの
加入契約内容に応じて S-CSCF が SIP メッセージ
をルーティングし，必要なサービスを起動する．

共通イネーブラ
（IMS Enablers）

プレゼンス機能やグループ管理機能など，IMS サ
ービスに共通に利用される機能群．

MRF メディアのコーデック変換や会議通話での音声合
成，アナウンスメントの挿入など，メディア処理
機能を提供する．制御部と処理部に分かれる．

表 -1　IMS の主要機能エンティティ
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（IMS Private User Identity） と IMPU（IMS Public 

User Identity）を用いてアクセス・セキュリティ管理
が行われる．IMPIは IMS加入契約の識別やユーザ認証
に使用される一意な識別子で通常公開されない情報であ
る．IMPUは電話網の電話番号に相当し IMS網内で SIP

メッセージを宛先 IMS端末までルーティングするため
の一意な識別子で SIP URIあるいは Tel URIの形式で
表現され，一般に公開される情報である．IMS加入契約
者 1人に対して 1つまたは複数の IMPIが割り当てられ， 
1つの IMPIに対して 1つあるいは複数の IMPUが割り
当てられる．IMPIとそれに割り当てられた IMPUが一
組となって ISIM （IMS Subscriber Identity Module，
IMS加入者識別モジュール）と呼ばれるアプリケーショ
ン・モジュールに格納される．3GPP移動通信網では，
ISIMはUSIM（Universal SIM，汎用加入者識別モジュー
ル）とともにUICC（汎用 ICカード）に格納され，携帯
電話に装填して使用される．ISIMには，IMPI，IMPU

のほか，ユーザ・網間相互認証のために IMS事業者と
IMS加入者が共有する「長期共有キー」や当該ホーム
IMS網を示すURIも共に格納される．また，IMS端末の
IPアドレスはコンタクト・アドレスとして扱われ，SIP

メッセージ（IPパケット）の送受信に使用される．
　図 -3に示した IMS登録手順において，IMS端末が
IMPI，IMPU，コンタクト・アドレス（IPアドレス）等
の情報を SIP REGISTERメッセージにより IMS網へ通
知し，ユーザ認証を完了した後，S-CSCFは当該 IMS

ユーザの IMPUと IMS端末の IPアドレスの対応情報
を保持する．これにより，IMS網側では当該 IMPU宛
ての SIPメッセージを対応する IMS端末へルーティン
グできる状態となる．ISIMを用いた標準の認証処理で

は，AKA（Authentication and Key 

Agreement）方式によるユーザ・網
間の相互認証が行われる．なお，ISIM

を用いた認証以外にも，ユーザ名とパ
スワードを用いたHTTPダイジェスト
方式によるユーザ認証手順などがオプ
ションとして IMS標準となっている．
　なお，複数の IMPIを割当て可能と
することで，1つの IMS加入契約に対
し複数の ISIMを配布可能としている．
1つの IMPIに対し複数の IMPUを割
当て可能とすることで，利用する IMS

サービスごとに異なる IMPUを使い分
けることができるようになっている．

　本章では，IMSセッション制御の概要を述べ，各ノー
ドの役割や IMS制御信号のルーティングの仕組みを解
説する．

◆ IMS 登録手順
　IMS端末は起動時に IMS網に対して IMS登録を行う
（図 -3ではステップ Bに相当する）．IMS登録の目的は
主に 2つあり，IMS網との相互認証と，端末のコンタ
クトアドレスの登録である．コンタクトアドレスは IP

アドレス，ポート，プロトコル（TCP/UDP等）の組を
IMPUと関連付けて S-CSCFに登録する．この登録手順
を図 -4に示す．ただし I-CSCFは省略した．
　IMS端末とHSSはそれぞれ長期共有鍵Kiを保有する．
IMS端末は最初の REGISTERメッセージに，認証のた
めのユーザ IDとして IMPIを含めて送信する．S-CSCF

は IMPIをHSSに提示し，HSSが認証ベクタ（RAND, 

AUTN, XRES, Ck, Ik）を生成する．このうち AUTN，
XRESは相互認証に使用され，Ck，Ikは IMS端末と
P-CSCF間の IPsecの秘匿キーおよびインテグリティ・
キーとして使用される．これらはすべて乱数 RANDと
共有鍵 Kiから生成されている．
　まず S-CSCFは，401応答で RANDと AUTNを返信
し，IMS端末は SIMカードに記憶されている Kiと受信
した RANDから AUTNを検証することで IMS網を認
証する．IMS端末は Kiと RANDから認証応答 RESを
計算し 2度目の REGISTERにて送信する．S-CSCFで
は先に計算してあった XRESと受信した RESを比較し
て，一致すれば IMS端末の認証成功となる．
　S-CSCFからの 401応答には Ck，Ikも含まれている

　セッション制御の概要

図 -3　IMS セッション制御の概要
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が，P-CSCFはこれらを記憶後に 401応
答から削除するので，IMS端末が受信す
る 401応答には含まれない．IMS端末は
RAND，Kiから Ck，Ikを計算すること
で，P-CSCFと Ck，Ikを共有し，2つ目
の REGISTER送信前に IPsec SAを設定
する．
　IMS登録が完了することで，さまざまな
IMSのサービスを使用することができるよ
うになる．IMS登録には有効期間があり，
端末はその期間が過ぎる前に同じ手順で登
録を更新する必要がある．

◆セッション設定の基本手順
　次に図 -5を用いて，2つの IMS端末が
異なる IMS網に属する場合の IMSの基本
的なセッション設定手順を説明する．この手順は図 -3

ではステップ C）に相当し，目的のセッションで使用す
る音声・映像などのメディアタイプやコーデックを交渉
し，セッションのサービス品質（QoS）を保証するため
に必要なリソースの確保を行う．
1）Alice から Bob に向けた INVITE メッセージで

Alice側が希望するセッションのメディアタイプや
コーデック等を提示する（SDP offer）．

2）INVITEに対する 183暫定応答により，Bobの IMS

端末が希望するセッションのメディアタイプやコー

デック等を提示する（SDP answer）．着側の IMS

端末と P-CSCFはリソースの確保を開始する．
3）Aliceの IMS端末はリソースの確保が完了したこと
を UPDATEメッセージで通知し，200 OK応答で
UPDATEの送達確認を行う．

4）Bobの IMS端末は INVITEに対する 180暫定応答
メッセージにより，リソース確保の完了と Bobを呼
び出し中であることを通知する．

5）最後の INVITE に対する 200 OK 最終応答で
Bobが呼び出しに応答したことを通知し，ACK

図 -4　IMS 登録手順

図 -5　IMS セッション基本設定手順
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（Acknowledgement）で 200 OKの受信確認を行
うことで当該セッションの設定を完了させる．

　P-CSCFは IMS端末との IPsec SAを保持しており，
IMS端末が直接 SIPメッセージの送受信をできるのは
P-CSCFだけである．着側の I-CSCFは Bobの IMS端
末に割り当てられた S-CSCFを選択するために使われて
おり，INVITE要求以降ではメッセージのヘッダに着側
S-CSCFのアドレスを含むことで，発側 S-CSCFから直
接送ることが可能となっている．このため，I-CSCFは
UPDATE要求と ACK要求の経路に含まれない．

◆ S-CSCF でのサービスの起動
　S-CSCFは，宛先に基づいてルーティング先を決定す
る前に，SIPメッセージの種類，SIPヘッダの値，SDP

の内容などに基づいて SIPメッセージを転送し IMS AS

のサービスを起動することができる（図 -6）．SIPメッ
セージを転送すべき IMS ASを判別する基準の集まりを
フィルタ・クライテリア（iFC）と呼ぶ．S-CSCFにて
フィルタ・クライテリアを評価することで，メッセージ
が宛先に届く前に発側，着側のユーザに合ったサービ
スが起動できるようになっている．この仕組みにより，
IMS ASを追加しフィルタ・クライテリアを変更するこ
とで新たなサービスを容易に追加することができ，IMS

の強みの 1つとなっている．
　また，メッセージの宛先として IMS AS（アプリケー
ションサーバ）やインターネット上のサービスを指定す
ることも可能である．このように，S-CSCFはユーザが
要求するサービスへ正しくルーティングするための中心
的な役割を果たしている．

◆プライベート SIP ヘッダ
　IMSでは，Pから始まるプライベートヘッダ（Pヘッ
ダ）を使用して，IETF標準 SIPを拡張している．いく
つかの代表的なプライベートヘッダについて説明する．
• P-Associated-URI：IMS登録時に REGISTERで指

定した IMPU以外に，あらかじめ設定された複数の
IMPUを IMS網側で暗黙的に登録することが可能で
ある．この Pヘッダは，これらの IMPUを端末に通
知するために REGISTERの応答メッセージの中で使
用される．

• P-Asserted-Identity：メッセージ送信元の認証済み
の IMPUを表す（発信者番号通知に相当）．P-CSCF

によって設定され，IMS-ASや着信側 IMS端末はこの
Pヘッダを参照することで発信者の認証済みの IMPU

が得られる．
• P-Access-Network-Info：端末が使用したアクセス
網の情報（たとえば 3G携帯電話網）が設定される．

• P-Charging-Vector：課金情報を IMS網内で特定す
るために使用される．

◆ QoS
　IMSでは，ポリシー制御と連携して，QoSパラメータ
を決定しベアラを設定するメカニズムが導入されている．
図 -7に，3GPPで規定されている PCC（Policy and 

Charging Control）アーキテクチャの一部を紹介する．
　AF（Application Function）は PCC の仕組みを
使ってポリシー制御を要求する機能エンティティで，
IMSでは P-CSCFに配置される．PCRF（Policy and 

Charging Request Function）は，AF経由で示される
ユーザのサービス要求やユーザの契約情報などに基づ
いて許可すべきポリシーを決定する機能エンティティ
である．PCEF（Policy and Charging Enforcement 

Function）は，PCRFが決定したポリシーに従ってト
ラフィック制御を実際に行う機能エンティティであり，
ベアラ網のゲートウェイ（たとえば 3G携帯電話網の場
合はGGSN）に配置される．
　P-CSCFは INVITEメッセージとその応答に含まれる
SDPを参照して，PCRFに対して必要なQoS（ユーザ
パケットの転送レートや遅延時間条件など）を要求する．
PCRFでは必要があれば SPR（Subscription Profile 

図 -6　フィルタ・クライテリアに基づく AS の起動 図 -7　PCC アーキテクチャ
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Repository）のデータを参照して設定すべきポリシー
を決定する．PCRFから PCEFへのポリシー設定には
プッシュモードとプルモードの 2種類があり，プッシュ
モードの場合は PCRFから PCEFにQoSポリシー情報
を送り（プッシュ），PCEFが端末とのやりとりを行っ
て必要なリソース（ユーザパケットを転送するための
ベアラ設定）を確保する．プルモードの場合は，端末
からリソース確保（ベアラ設定）の要求を受けてから，
PCEFが PCRFからポリシー情報を取得し（プル），当
該ベアラにQoSポリシーを適用する．

　本章では IM，マルチメディアテレフォニー，プレゼ
ンスなどの，IMSが実現する各種サービスについて解
説する．

◆ IM（Instant Messaging）
　IMは電子メールや SMSのようなサービスで，テキ
ストに加えて画像，音楽，映像やその他のファイルを送
受信することが可能である．IMS上で IMを実現するに
は 2つの方法がある．1つは SIP MESSAGEメソッド
のメッセージボディでテキストや画像を送信する方式
（ページモード）で，他方は SIP INVITEを使用してあ
らかじめセッションを設定し，そのセッションの中で情
報メッセージを送受信する方式（セッションモード）で
ある．これらの方式は交換するメッセージのリアルタイ
ム性やチャットルームのような 3者以上での利用など
の要求に応じて使い分けられている．

◆マルチメディアテレフォニー 
　マルチメディアテレフォニーは，IMS上で IPベース

　プレゼンスと各種 IMS サービスの概要

の音声・映像・チャット等を複合した通信サービスを提
供する．メディア・コンポーネントの追加・削除がセッ
ションを保持したまま行え，固定網，移動網にかかわら
ず利用でき（FMC : Fixed Mobile Convergence），新
しいサービスの追加が容易である．
　マルチメディアテレフォニーで実現できる基本的な
サービスとしては音声通話，音声と同期したビデオ通話，
テキスト交換（リアルタイムもしくはメッセージごと），
画像・ビデオ・音楽等の共有，ファイル転送などがある．
前章でも説明したような複合的な通信サービスを利用で
き，たとえば，ユーザは最初にテキストチャットから開
始し，音声もしくはビデオ通話を追加，別のユーザを通
話に招待した後，画像を共有したりゲームを開始するな
どのようにスムーズに移行できる（図 -8）．さらにセッ
ションの転送，話中時の音声案内，留守番メッセージの
録音やメッセージ有無の通知など，将来的に回線交換に
基づく電話網の置き換えが可能となるよう，付加サービ
スも提供される．

◆プレゼンス
　プレゼンスは，家族や友人の状況情報や，電話と
SMSのどちらが都合が良いのかなどの情報を受け取
れるプッシュ型のサービスである．プレゼンス情報を
提供する IMS端末を PUA（Presence User Agent），
プレゼンス情報を受け取る IMS端末をウォッチャー
（Watcher）と呼ぶ．またプレゼンスを提供する主体で
ある人や物などをプレゼンティティ（Presentity）と
呼ぶ．プレゼンス情報は PUAからウォッチャーへ直接
送られるのではなく，IMS網のプレゼンスサーバ（PS: 

Presence Server）に集められてから，各ウォッチャー
に対して配信される．
　図 -9に，プレゼンスの仕組みの概略を示す．プレゼ
ンスサーバは IMSイネーブラの一種であり，S-CSCFと
SIPメッセージの送受信ができる．まずウォッチャーは
プレゼンス情報の更新をいつでも受信できるようにする
ため SUBSCRIBEメッセージを送る．プレゼンティティ
のプレゼンス情報に変更があると，PUAは PUBLISH

メッセージを送り，新たなプレゼンス情報を通知す
る．プレゼンスサーバはプレゼンス情報の更新をウォッ
チャーに NOTIFYメッセージにより通知する．これら
の SIPメッセージの PSへのルーティングは前述のフィ
ルタ・クライテリアに基づいて行われる．

◆ Enhanced Phonebook
　現状，携帯電話にはアドレス帳機能があり，その機能
を用いて通話相手を選択し発呼できるようになっている．
Enhanced Phonebookはアドレス帳機能を拡張したも

図 -8　マルチメディアテレフォニー　ユーザシナリオ

チャット 音声通話  ビデオ通話 ファイル共有・
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ので，携帯・固定網のネットワーク上の電話帳から人，
お店，サービスを検索して通話できるようになる．また
プレゼンス機能とも統合され，相手が電話に出れる状態
なのか，それとも SMSやチャットの方が都合が良いのか，
ビデオ会議ができる端末が利用可能かなどが確認できる．
　図 -10に Enhanced Phonebookの例を示す．ユー
ザが連絡を取りたい相手を選択し，相手のプレゼンスや
希望するコミュニケーションの方法に応じて，チャット
などのアプリケーションを起動する．
　前述の RCS イニシアティブでは，ここで説明した
プレゼンスや IM，Enhanced Phonebook等の有用
な IMSサービスの早期商用化を促進するため，現在
GSMAの配下で活動が進められている．RCSでは，新
たな標準を作成するのではなく，OMA，3GPP，ETSI，
GSMA等が策定した既存の標準やガイドラインを利用
し，中心的な機能に絞り込んで，サービスの相互接続性
を早期に実現する取り組みを行っている．

◆インターネットとの融合サービス
　IMSは管理されたネットワークであるが閉鎖的では
なく，インターネットとの融合サービスを提供するこ
とも可能である．Webページから電話をかけるサービ
ス（Click-to-Dial），IMのメッセージを取り出してブ
ログを更新するサービスなどが例として挙げられる．
Parlay-X☆ 1は連携を可能とする代表的な APIで，IMS

プレゼンス，IM，MMTelなどの機能を SOAP（Simple 

Object Access Protocol）にて起動できる．
　また Javaでの開発に着目すると，SIPサーブレット
（JSR289）が JavaEEの枠組みでの IMS ASの開発を可能
にし，IMSサービス API（JSR281）が携帯端末での IMS

クライアントの開発を容易にしている．IDE☆ 2や IMS

シミュレータ☆ 3などの開発環境も提供されており，誰も
が独創的なサービスを創り出せる環境が整いつつある．

　本稿では IMSのアーキテクチャやユーザ認証，基本
的なサービスの制御機構について概説するとともに，
IMSでは，プレゼンスなどの各種共通機能を自在に組
み合わせることが容易であり，それによって新しいコ
ミュニケーション・スタイルの実現が可能となること
を述べた．第 2回では，IMSのホームネットワークや
IPTVへの適用を概説する．
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